
    
「持続可能な循環型社会の構築に向けた研究会」の進捗について 

Ⅱ 分野別プロジェクトの取組に向けた基本的な考え方について 

Ⅰ 今年度の取組状況 

第１回研究会（８月１７日） 

本市のこれまでのエネルギー政策を振

り返り、その後、各委員から、重点検討項

目（案）の提案を受けた。 

 

第２回研究会（１１月１１日） 

長岡市として取組むプロジェクトを７分

野に分類。プロジェクトとして追加すべき

事業、課題に対する解決策、優先順位等

について活発な議論が交わされた。 

 

第３回研究会（１月 18日） 

プロジェクト候補のうち重点的・優先的

に取り組む事業の基本的な考え方（案）を

議論する。 

【参考】環境関連計画の全体像、改定の流れ 

１ エネルギー研究・開発 

６ 運輸・交通部門 

２ 市民生活 

３ 産業部門 

４ 農林水産部門 

５ 行政部門 

７ 資源循環 

研究会のテーマ：今踏み出す一歩が、 

２０５０年の当たり前の日常に 

未利用再エネの 

活用・省エネ・蓄エネ 

エネルギー創出 

循環・再資源化
創出 

脱炭素に向けて、分野別プロジェクトを進めるにあたり、実現性を考慮した上で重点

的・優先的に取り組む事業の基本的な考え方（案）を次のとおり示す。 

 

〇市民生活をさらに豊かにするもの 

 ・環境と経済の好循環を生み出すもの 

 ・快適な生活・作業空間を創出するもの 

 ・防災機能を強化するもの 

○地域産業のイノベーションにつながるもの 

 ・新しい産業を生み出し、地域産業のエネルギー分野への参画を促進するもの 

〇脱炭素に向けて効果的なもの 

 ・長岡において高い効果が得られるもの 

（省エネ・再生可能エネルギー創出・資源循環） 
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